
第 132 回筑後地区内分泌代謝疾患症例検討会 

 

謹啓  先生方におかれましては益々ご清祥のことと心よりお慶び申し上げます。 

さて、この度下記の通り第 132 回筑後地区内分泌代謝疾患症例検討会を開催いたします。 

ご多忙中とは存じますが、ご出席いただきますようご案内申し上げます。           謹白 

 

記 
 

日  時 ： 平成 30 年 2 月 8 日（木） 19：00～20:30 

場  所 ： 久留米医師会館                       

久留米市櫛原町 45    ＴＥＬ:0942-34-4163 

情報提供：選択的 SGLT2 阻害剤 -2 型糖尿病治療剤- 「スーグラ錠」 

アステラス製薬株式会社 

 

テーマ：「 1 型糖尿病 」 

担当世話人：新古賀病院 副院長・糖尿病センター長  川﨑 英二 先生 

 

《症例検討会》 

『 壮年発症の１型糖尿病の１例 』 

聖マリア病院 糖尿病内分泌内科 春本 篤巨 先生 

 

『 妊娠中に膵島関連自己抗体陽性が判明した GDM症例 』 

久留米大学医学部 内分泌代謝内科 中山 ひとみ 先生 

 

『 偶然発見された GAD抗体低抗体価陽性糖尿病の１例 』 

新古賀病院 糖尿病・内分泌内科 福山 貴大 先生 

 
  世話人  久留米大学医学部内分泌代謝内科 主任教授  野村  政壽先生 

朝倉医師会病院          糖尿病センター長  山田研太郎先生 

聖マリア病院          糖尿病センター長  布井  清秀先生 

田中内科クリニック                   院長  田中  弘吉先生 

久留米大学医療センター            院長  廣松  雄治先生 

稲田内科クリニック                   院長  稲田千鶴子先生 

久留米大学医学部小児科             教授  古賀  靖敏先生 

新古賀病院              糖尿病センター長  川﨑  英二先生 

聖マリア病院 糖尿病内分泌内科  診療部長  佐藤  雄一先生 

顧問   久留米大学医学部               名誉教授  近藤  重信先生 

（順不同） 

＊ 日医生涯教育講座 1.5 単位とカリキュラムコード  

10：チーム医療、15：臨床問題解決のプロセス 76：糖尿病 を取得出来ます。 

＊ 筑後地区糖尿病療養指導士認定単位（１単位）を取得出来ます。 

＊ 「日糖協療養指導医取得のための講習会」として開催いたします。 

＊ 当日は軽食を準備しておりますが、数に限りがございます。 

 共催  筑後地区内分泌代謝疾患症例検討会 

久留米医師会 

アステラス製薬株式会社 


